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は
じ
め
に

　

二
〇
一
五
年
九
月
の
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（Sustainable D

evelopm
ent Goals: 

SD
Gs

）
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
持
続
可
能
な
経

済
社
会
の
形
成
を
目
指
す
動
き
が
急
加
速
し
た
。
経
済
社

会
の
一
主
体
で
あ
る
企
業
に
お
い
て
も
、
環
境
（Enviro 

nm
ent

：E

）、
社
会
（Social

：S

）、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（Gov 

ernance

：G

）
を
中
心
と
し
た
経
営
課
題
の
解
決
を
試

み
る
企
業
が
急
増
し
て
い
る
。
本
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
日
本

の
上
場
企
業
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
が
ど
の
よ
う
な

変
容
を
遂
げ
た
か
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営

の
問
題
点
の
一
つ
と
さ
れ
る
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
行
為
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
く
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
の
実
態

　

企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
紙
幅
の
都

合
上
、
企
業
各
社
が
ど
の
よ
う
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
多
く
の
企
業
に
共
通
し
て
い
る
の
は
「
環
境
E
、
社

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
の
実
態
と
課
題

加　

藤　

政　

仁

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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会
・
人
材
S
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
G
」
の
観
点
か
ら
、
独
創
的

な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

　

企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
は
、「
統
合
報
告
書
」
や
「
Ｃ
Ｓ

Ｒ
報
告
書
」
な
ど
の
開
示
書
類
を
介
し
て
、
株
主
を
は
じ

め
と
す
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
伝
達
さ
れ
て
い
く⑴

。

表
１
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
か
ら
二
〇
二
二
年
一
二
月
ま

で
の
直
近
七
年
間
に
、「
統
合
報
告
書
」
や
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報

告
書
」
を
開
示
し
た
上
場
企
業
数
の
推
移
を
表
し
た
も
の

で
あ
る⑵

。
こ
れ
ら
の
報
告
書
の
公
表
企
業
な
ら
び
に
公
表

日
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
日
経
バ
リ
ュ
ー
サ
ー
チ
よ
り
取

得
し
て
い
る
。
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
や
環
境
報
告

書
な
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
掲
載
す
る
他
の
報
告
書
の
分
類

に
つ
い
て
は
、日
経
バ
リ
ュ
ー
サ
ー
チ
の
定
義
に
依
拠
し

て
い
る⑶

。

　

表
１
の
棒
グ
ラ
フ
は
三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い

る
。
左
か
ら
「
①
統
合
報
告
書
の
み
を
開
示
す
る
企
業
」、

表１

〔出所〕�　日経バリューサーチ取得データに基づき筆者作成
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「
②
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
の
み
を
開
示
す
る
企
業
」、「
③
①
と

②
の
両
方
を
開
示
す
る
企
業
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
下
部

の
二
〇
一
六
年
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
ち
ら
は

国
際
連
合
総
会
に
お
い
てSD

Gs

が
採
択
さ
れ
た
二
〇
一

五
年
九
月
の
直
後
の
一
年
間
に
お
け
る
我
が
国
上
場
企
業

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
期

は
、
①
統
合
報
告
書
の
み
を
開
示
す
る
企
業
数
が
七
九

社
、
②
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
の
み
を
開
示
す
る
企
業
数
が
三
六

四
社
、
③
両
方
の
報
告
書
を
開
示
す
る
企
業
が
一
四
社
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
か
の
報
告
書
を
介
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を

公
開
し
た
企
業
が
計
四
五
七
社
存
在
し
て
お
り
、
二
〇
一

六
年
時
点
の
上
場
企
業
の
約
一
二
・
九
％
（
＝
四
五
七
社

／
三
、
五
三
九
社
）
に
相
当
す
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
開
示

す
る
企
業
は
、
そ
の
後
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
。

二
〇
二
〇
年
に
は
上
場
企
業
の
約
五
社
に
一
社
（
一
九
・

四
％
＝
七
四
三
社
／
三
、
八
八
二
社
）
が
統
合
報
告
書
や

Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
の
開
示
を
行
っ
て
お
り
、
直
近
の
二
〇
二

二
年
に
は
そ
の
割
合
が
三
割
目
前
（
二
九
・
三
％
＝
一
、

一
五
三
社
／
三
、
九
三
三
社
）
に
ま
で
迫
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
と
株
価
動
向

　

企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
に
は
、
様
々
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
注
目
し
て
い
る
。
特
に
株
主
は
、
株
式
の
売
買
行

動
を
介
し
て
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
へ
の
評
価
を
す
る
。
例

え
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
二
〇
一
七
年
九
月
に
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

ジ
ャ
パ
ン
Ｅ
Ｓ
Ｇ
セ
レ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
指
数
（
以

下
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
指
数
）」
や
「FT

SE Blossom
 Jap 

an Index

」、「
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
日
本
株
女
性
活
躍
指
数
」
の
三

つ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
数
と
連
動
し
た
パ
ッ
シ
ブ
運
用
を
開
始
す

る
こ
と
を
発
表
し
、
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
を
彼
ら
の
運
用

基
準
に
織
り
込
む
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、

「N
et-Zero A

sset O
w

ner A
lliance

」
や
「N

et-Zero 
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lliance

」
な
ど
の
国
際
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が

誕
生
し
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現

に
向
け
た
投
融
資
の
在
り
方
に
賛
同
す
る
機
関
投
資
家
や

金
融
機
関
が
日
本
か
ら
も
続
々
と
現
れ
て
き
て
い
る⑷

。
奥

泉
・
加
藤
・
砂
川
（
二
〇
二
三
）
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
指
数
の

構
成
銘
柄
へ
の
採
用
と
除
外
に
対
す
る
株
価
動
向
を
調
査

し
て
お
り
、
構
成
銘
柄
へ
の
採
用
の
際
に
は
正
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
メ
ン
ト
効
果
（CA

R
［－

1 to 1

］：0.852

％

、

CA
R

［

－1 to 7

］：1.581
％

）
が
観
測
さ
れ
る
こ
と
、
構

成
銘
柄
か
ら
の
除
外
の
際
に
は
負
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト

効
果
（CA

R

［

－1 to 7

］：－
0.833

％

、CA
R

［－
1 to 

7

］：－
1.122%

）
が
観
測
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
の
課
題

　

企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
が
株
主
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
評
価
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
企
業
は
ス
テ

イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
や
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
圧
力
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

企
業
は
自
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
が
芳
し
く
な
い
と
認
識
す
る

と
、
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

行
動
に
関
す
る
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
誇
張
し
た
り
、
脚

色
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
ー
を
欺
く
行
為
は
、〝
環
境
配
慮（Green

）〟
や
〝
社

会
配
慮
（Social

）〟
と
、〝
上
辺
を
取
り
繕
う
（W

ash

）〟

を
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
て
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
る
。
海
外
を
対
象
と

し
た
調
査
に
な
る
が
、
実
際
に
環
境
保
護
を
謳
っ
た
製
品

の
約
九
八
％
が
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
七
つ
の
罪
」

の
一
つ
以
上
の
罪
を
犯
す
こ
と
で
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
欺
い
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
（Fieseler et al. 

2010
）。

　

現
に
、
企
業
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
を
目
的
と
し
た
社
債
発
行
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を
発
表
す
る
と
、
正
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
が
観
測

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
加
藤
・
砂
川
・
米
澤 

二
〇
二
三
）。
通
常
の
社
債
発
行
で
は
、
デ
フ
ォ
ル
ト
リ

ス
ク
の
向
上
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
問
題
へ
の
懸
念
か
ら
、

負
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
が
観
測
さ
れ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
の
た
め
の
資

金
調
達
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
発
行
で
は
、
社
債
発
行
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
は
勿
論
発
生
す
る
わ
け
だ
か
、
そ
れ
を
は

る
か
に
凌
駕
す
る
株
主
か
ら
の
評
価
や
期
待
（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
効
果
）
が
株
価
に
現
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
が
自
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
少
し
で

も
良
く
み
る
た
め
に
何
ら
か
の
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
行
為
に
手

を
染
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
筆
者
自
身
は

大
き
な
驚
き
は
な
い
。
寧
ろ
昨
今
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
に
対
す

る
各
種
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
評
価
を
鑑
み
る
と
、

ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
行
為
こ
そ
企
業
に
と
っ
て
の
最
適
行
動
で

あ
る
と
の
幻
想
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
行
為
は
、
不
正
の

事
実
が
発
覚
し
た
際
に
、
信
頼
の
損
失
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値

の
低
下
な
ど
、
非
常
に
大
き
な
負
の
影
響
を
被
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
日
本
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の

ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
行
為
が
発
覚
し
た
事
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
そ
の
影
響
が
ど
の
程
度
ま
で
及
ぶ
か
は
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
海
外
研
究
で
は
、
ウ
ォ
ッ
シ

ン
グ
行
為
が
発
覚
す
る
と
、
そ
の
後
に
大
幅
な
株
価
下
落

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
（D

u 

2015

）、
日
本
市
場
で
も
同
様
の
反
応
が
示
さ
れ
る
こ
と

が
類
推
さ
れ
る
。
製
品
不
正
や
会
計
情
報
の
改
竄
な
ど
の

不
正
を
行
っ
た
企
業
は
、
失
っ
た
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め

に
非
常
に
大
き
な
労
力
と
長
い
年
月
を
要
す
る
。
中
に
は

失
っ
た
信
頼
を
回
復
で
き
ず
、
市
場
競
争
か
ら
の
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
ウ
ォ
ッ
シ
ン

グ
行
為
は
、
こ
う
し
た
企
業
不
正
と
同
等
、
も
し
か
す
る

と
そ
れ
以
上
の
影
響
を
企
業
に
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
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と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
注
）

⑴　

二
〇
二
三
年
三
月
期
か
ら
は
、
有
価
証
券
報
告
書
に
お
い
て
「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
考
え
方
及
び
取
組
」
の
記
載
欄
が
新

設
さ
れ
、
一
部
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開
示
が
義
務
化
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

⑵　

統
合
報
告
書
は
、
事
業
活
動
の
成
果
で
あ
る
財
務
情
報
に
加
え

て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
行
動
を
は
じ
め
と
す
る
活
動
の
成
果
（
非
財
務
情
報
）

が
盛
り
込
ま
れ
た
企
業
が
開
示
す
る
報
告
書
類
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報

告
書
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
や
持
続
可
能
性
に
基
づ
く
企
業
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
報
告
書
類
で
あ
る
。

⑶　
「
統
合
報
告
書
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
統
合
報
告
書
の
他
に
、
ア

ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ポ
ー
ト
を
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
の

他
に
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
や
環
境
報
告
書
を
含
ん
で
い

る
。

⑷　

N
et-Zero A

sset O
w

ner A
lliance

は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
投

資
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
移
行

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
機
関
投
資
家
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
日
本
か
ら

は
第
一
生
命
保
険
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
、
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
、
住
友

生
命
保
険
の
五
社
が
加
盟
し
て
い
る
（
二
〇
二
四
年
六
月
二
一
日
時

点
）。N

et-Zero Banking A
lliance

は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
融

資
・
投
資
・
資
本
市
場
活
動
を
温
室
効
果
ガ
ス
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
排
出

に
合
わ
せ
る
こ
と
を
約
束
す
る
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
日
本
か

ら
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
三
井
住
友
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
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ス
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ー
ル
デ
ィ
ン
グ
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林
中
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し
て
い
る
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〇
二
四
年
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月

二
一
日
時
点
）。
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